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小型軟化病ウイルス (SFV)に対する蚕品種別感受性の一部についてはすでに報告し，

SFVに全く感染しをい蚕品種の存在することを明らかにした(古田， 1974). また，清水

(1975) により分離された軟化病ウイルス(伊那株)についても感染しない蚕品種の存在

することが認められている(清水， 1975;古田， 1977). ところで，伝染性軟化病ウイノレ

ス (IFV)の;場合には蚕品種の感受性についていくつか報告されているがSFVや伊那株の

ように全く感染しない蚕品種は現在のところ知られていまい(市岡・丸山， 1970;荒武，

1973 ;古田， 1974， 1977b;丸山， 1977). 

著者は前報(古田， 1977a)において SFVと伊那株とは蚕品種の感受性，抗原性および

ウイルス粒子の大きさ等から同ーもしくは極めて類似したウイルスであろうと述べた.一

方，ウイノレスの化学的性状のうち，核酸の塩基組成が攻究され， SFVおよび伊那株は両者

とも DNAであることが明らかにされ(JII瀬・菱， 1976;中垣ら， 1977)両者が同ーウイ

ルスである可能性も高くなっている.

本報では， SFVと伊那株に対する蚕の品種別感受性について， さらに多くの蚕品種を

用いて検討したのでその結果の大要を述べる.

本文に入るに先だち，本稿の校閲をたまわった蚕糸試験場病理部長小林勝利博士ならび

に同蚕ピーノレス病研究室長鮎沢千尋博士，伊那株の分与をたまわった長野県蚕業試験場飯

田支場清水孝夫氏および蚕種の使宜をたまわった蚕品種研究所，カネボウシルク株式会社

蚕糸研究所，グンゼ株式会社綾部蚕種製造所，昭栄株式会社蚕業研究所，片倉工業株式会

社蚕業研究所および蚕糸試験場の関係者各位に感謝の意を表する.

材料および方法

1. 供試ウイノレス

SFVは日124号×支124号で継代された本病擢病蚕の10%磨砕液を12，000rpm， 15分間遠

心し，上清をザイツ EKで伊過したF液を 10-1液として用いた. 伊那株は長野県蚕業試

験場から分与された本病催病蚕の 1%磨砕液を日124号×支124号へ接種し得られた羅病蚕

磨砕液を上記の方法で 10-1液となるよう調整して用いた.

2. 供試蚕品種
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供試蚕品種には交雑種として21，原種として日本積16，支那種22，日欧固定種2，欧州

種4，日支固定種1，支欧固定種1，南方系 1および韓国種1の合計69品種を用いた.

3. 感染実験

ウイルスの蚕への接種にあたっては， SFVおよび伊那株の 10-1液をそれぞれ桑葉に塗

抹し，各蚕品種の帰化幼虫にそれぞれ24時間食下させ 2齢起蚕時に各区20頭に整理したー

なお，接種後4齢まで14日間は 260Cで生薬育した.感受性は，発病蚕および14日後の生

存蚕と抗SFV血清との聞における反応を寒天ゲ〉レ内拡散による OUCHTERLONY法により

調べ，沈降帯の形成された場合には総て発病蚕とし，その発病率を算出して判定した，ま

お，感染実験は2回(陽光×麗玉については6回)反復して行念ったが発病率はその平均

値で示した.

結果および考察

第1表および第2表に示されるように， 交雑種の場合には供試21蚕品種中 SFVおよび

伊那株に感染した蚕品種は SFVが9，伊那株が10で，陽光×麗玉のみが SFVと伊那株

に対する感受性に差異を示した.

そこで，さらに陽光×麗玉に対する SFVおよび伊那株の感染実験を経皮接種2回，経

口接種4回反復して行った. しかし感染が認められたのは伊那株の経口接種試験のうち 1

回のみで伊那株の場合にも感染しない例が多しこのことは供試蚕品種の蛾区または個体

差によるものとも考えられるが詳細は不明である. 陽光×麗玉以外の交雑穏については

SFVと伊那株では全く同じ傾向が示され，蚕糸試験場で育成された供試蚕品種を除いて

は感染しない蚕品種が比較的多く，また，これらのうち感染した蚕品種についても，ウイ

ルス 10-1液を接種しでも100%の発病に至ら念い蚕品種が多く，抵抗性が示された.一方，

清水(1975)は伊那株が豊年×研自に感染し念いと述べ，本実験との差異がみられるが，

本実験でもウイノレス 10-1液接種で100%の発病に至らないことから， この相違はウイノレス

10-2液を用いた清水 (1975)の場合との接種濃度の差によるものと忠われる.

日本種の場合には，供試 16蚕品種中 SFVおよび伊那株に感染した蚕品種は7種で，

SFVと伊那株は全く同ーの傾向を示した.

支那種の場合には，供試20蚕品種中 SFVおよび伊那株に感染した蚕品種は4種で， 日

本種に比して感染しない蚕品積が極めて多くみられた. しかし， SFVと伊那株に対する

供試蚤品種の感受性は全く同一の傾向を示し，支7号，支98号および山東3眠は両ウイル

スに対し高い感受性を示した.

その他の蚕品種については，供試10蚕品種中 SFVおよび伊那株に感染する蚕品種は日

欧固定種である豊年のみであり，他の蚕品種には全く感染しなかった.とくに，欧州種の

場合には供試蚕品種は少ないとはいえ感染した蚕品種は全く認められ念かった.

つぎに，原種と交雑種の感受性の関係についてみると，第3表に示されるように両親あ

るいはいずれか一方が感染する蚕品種の F1は感染し，両親が感染しない場合にはその F1

は感染しないことが示された.乙のことからも豊年×研白は伊那株に感染する蚕品種であ



三ゴーJ-共栄×新白 100
同栄×紅白 4ο

豊年×研白 70

筑波×東海 o
芙蓉×東海 50

太平×長安 o
千春×万花 o
秋光×竜白 o
万栄×芳花 o
万光×大白 o
春嶺×鐘月 o
春月×宝鐙 o
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陽光×麗玉 o
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郡豊×秀玉 o
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支124号×日124号 100
支135号×日134号 100
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黒子 o
小石丸 100
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1) 発病率:実験回数2回の平均値

2) 血清反応:抗SFV血清に対する反応

+ 
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第2表 各種蚕品種の SFVおよび伊那株に対する感受性

SFV 伊那株
系統 蚕 日Zコ日 種

発病率|血清 発病率 l血清
反応 反応

支 4 ?ロ王 。 。
支 7 ?ロ王 100 + 100 + 
支 15 7目プ O 。
支 98 下口王 100 + 100 + 
支 108 号 。 。

支 支 122号太 。 。
支 124 号 。 。
支 135 号 。 O 

大 造 。 O 

輪 月 O 。
5 日民 白 O O 

翌日
九大 5 眠 。 O 

新竜角 22号 34 14 

大 円 頭 O O 

漸 江 。 O 

新 Eft 長 。 O 

種 山東 3 眠 100 + 100 + 
鐘 月 O O 

鐘 和 O O 

宝 鐙 O 。
長 安 O 。
研 白 O O 

春 O 
日・欧

豊 + 20 I + 

欧
欧 16 ?ロ王

州、|
欧 18 ?ロ王

アスコリー
種 ヴ、アーノレ

日・支 カンボージュ o I O 

支・欧| N S o I O 

南方| N 4 I o I 。
韓国|韓 3 眠| o I O 



るといえる.

原

第 3表 原種の感受性とその交雑種の感受性

~ I信号( 交雑種ー
日 124 号 O 

日124号×支124号
支 124 号 × 

支 135 号 × 
支135号×日134号

日 134 号 O 

豊 年 O 
豊年×研白

研 白 × 

日 124 号 O 
日124号×支7号

支 7 ?口王 O 

品市 秋 × 
錦秋×鐙和

鐘 平日 × 

太 平 × 
太平×長安

長 安 × 

春 嶺 × 
春嶺×鐙月

鐘 月 × 

春 月 × 
春月×宝鐘

宝 鎚 × 

0: SFV・伊那株に感染する.

x: SFV・伊那株に感染しない.
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O 

O 

O 

O 

× 

× 

× 

× 

以上述べたようにいずれの系統でも， SFVおよび伊那株に感染する蚕品種より全く感

染しない蚕品種が多くみられたが，感染性と蚕品種との関係の本質的な差異は今後の興味

ある問題といえよう.

摘 要

SFVおよび伊那株に対する各種蚕品種の感受性を検討した.

供試蚕品種の中で陽光×麗玉以外の蚕品種は SFVと伊那株に対し全く同じ傾向の感受

性を示した. すなわち， SFVおよび伊那株に感染する蚕品種は交雑種21品種中 9，日本

種目品種中 7，支那種22品種中4およびその他10品種中 1であり，円ずれの系統にも感染

しない蚕品種がより多くみられた.原種と交雑種の問では，両親あるいはいずれか一方が
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感染する蚕品種では，その F1は感染し，両親が感染しない蚕品種の場合には，その F1も

感染しないととが示された.
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